
欧州のELV規則改正により、自動車で使用する樹脂材の25％以上に
リサイクル材を使用することの義務化が検討されている
ワイヤーハーネスの主な材料のひとつであるPVCのリサイクル材を開発し、
ワイヤーハーネスへの採用を進めている

ワイヤーハーネスにおける
PVCリサイクルへの取組み

従来のワイヤーハーネスを粉砕して樹脂を取り出す方法（ナゲット法）では樹脂と金属を分離
できない問題があるが、樹脂と金属の完全分離が可能 → リサイクル材として再利用が可能

電線と外装（テープ、チューブなど）の選別が困難であったが、溶剤とボールミルを使用する事
で分離/分別が可能 → 廃棄物の削減とリサイクル効率の向上に貢献
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PVCリサイクルへの取組み

金属と樹脂の完全分離技術：東北大学との連携

PIR

PCR

樹脂ナゲット

民生
PVC材

環境負荷物質を取り除いたPVC

環境負荷物質を取り除く
技術開発

金属を分離する技術開発

高純度なPVC

電線 ハーネス 自動車 粉砕※

銅ナゲット

乾燥

導体、被覆、外装が剥離

製造現場で発生するロスを
再利用する技術開発

ドアハーネス

約20㎝に切断溶剤浸漬後ボールミル

ペレット原料

ナゲット(粉砕)を用いない高純度なPVC

ELV

ふるい
分離

樹脂を選別する
技術開発

金
属
が
混
入

※ナゲット法

サーマル
リサイクル等

取り切れない金属を除去

100％

バージン材

バージン材

リサイクル材

0％

リサイクル材の添加によ
るバージン材の使用量減

バージン材の使用量減
→CO2削減

その他樹脂

サーキュラーエコノミーの観点から、自動車で用いられている樹脂材料のリサイクル活動が世界各国で
盛んに行われている。地球環境を保全する上で、自動車に用いられるワイヤーハーネスも数多くの
樹脂材料が使用されており、リサイクルを考える必要がある
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